
操作手順書

200V 37KW インバータ盤

■安全に御使用して頂くためのインバータ盤の正しい操作方法を記載しております。
■御使用の前にこの手順書を良くお読みのうえ、正しくお使いください。

西宮市西宮浜2丁目25番地西宮工場　〒662-0934

TEL (0798) 33-6611

FAX (0798) 33-4100

株式会社シンテクノ

※この手順書には基本的な操作方法のみ記述してあります。

　高機能・高性能なインバータを用いている為、様々な機能があります。

　ご検討の際はお気軽にご相談ください。



目　次

1　各部の名称とはたらき 2

21-1   インバータ盤（正面パネル）

1-2   インバータ盤（正面内部図） 3

2-1-1   PU運転（手元操作にてモーターを運転する場合：基本操作の例）

 2-1   200V 37KW インバータ盤の運転

■運転前の確認■

5～6

4

5

2　運転・操作 4

7

目次 1

2-1-2   電源の遮断

 2-2   一般的なエラーと対処方法 8



1-1 インバータ盤(正面パネル図)

1　各部の名称とはたらき

可動パネル部

OPE（操作パネル）



1　各部の名称とはたらき

1-2 インバータ盤(正面内部図)

中板部

(外部端子)



1.4～2.0N・m(14～20Kgf・cm)

締付けが緩いと、短絡、誤動作の原因になります。締め過ぎると、ネジやユニットの破損による短絡・誤動作の原因になります。

電源側及びモータ側の配線は、端子台に確実に規定トルク(付表1)で締付けてください。

軽負荷、低周波数での試運転にて安全に動作することを確認の上、運転を行ってください。

万一機械の暴走が起こっても、安全であることを確認の上、試運転を行ってください。

2　運転・操作

●試運転

M4（ネジ）外部端子台

機械の損傷がないことを確認してください。

運転の前に次のことを確認してください。

2　運転・操作

■運転前の確認■

●配線の確認

●機械の確認

●安全の確認

M10(六角ナット)電源/負荷側端子台

接続箇所 端子ねじ 締付けトルク

15～20N・m(150～200Kgf・cm)

付表1(圧着端子を使用した場合)



2-1     200V 37KW　インバータ盤の運転

2　運転・操作

操作要領手順 イメージ図

インバータ盤へAC200V電源を供給します。

1・・・電圧計(V)の表示を確認します。(AC200V)

2・・・電源ランプ(WL)点灯の確認をします。（乳白色）

2-1-1 PU運転（手元操作にてモーターを運転する場合：基本操作の例）

ブレーカーの投入
1・・・(MCCB)配線用遮断器を投入します。

1

電源(WL)

マルチメーター

投入

2

点灯

3

       制御回路に電源が供給されます。

2・・・制御電源(CP)サーキットプロテクタを投入します。

MCCB

投入

CP

4

5

AC200V
3φ3W

電源の供給

2・・・常時運転の場合(強制運転)

1・・・自動運転の場合(設定温度以上での運転)

換気扇(盤内FAN)の運転

正面パネルの(S.SW)スナップスイッチを自動側に投入して下さい。

次に(23)サーモスイッチの温度設定をして下さい。 (出荷時は30℃に設定しています)

盤内温度が、設定温度以上になると、FANを運転します。

(23)サーモスイッチに関係なく強制的にFANを運転します。

正面パネルの(S.SW)スナップスイッチを運転側に投入して下さい。
S.SW

FAN自動運転の場合

S.SW

FAN常時運転の場合

30

1
0

15

20
25

投入

投入

(23)サーモスイッチ

温度設定位置

出荷時は、

30℃に設定しています。

1・・・正面パネルのOPE（操作パネル）を操作します。

①「PU/EXT」と「MODE」を同時に0.5s押し続けます。

運転選択

②「Mダイヤル」を回して"79--1"に合わせます。

③「SET」を押して設定します。

(マルチメーターの「相切換」スイッチにて各相の電圧を確認して下さい。)

危険 ■感電の恐れがあります 充電部に触れないで下さい。■

■けがの恐れがあります FAN運転時は手や顔を

FANへ近付けないで下さい。■

危険

危険 ■感電の恐れがあります 充電部の保護カバーを外さないで下さい。■

運転準備
1・・・正面パネルのOPE（操作パネル）を操作します。

①

②

①「PU/EXT」を押してＰＵ運転モードにします。（[PU]表示が点灯します。）
①

②「MODE」を押してパラメータ変更画面を表示します。 ②
③「Mダイヤル」を回して"P.  161"に合わせます。

④「SET」を押して現在設定されている値を読みだします。

⑤設定値が"1"以外の場合、「Mダイヤル」を回し"1"に変更します。

⑥「SET」を押すと"1"と"P."がフリッカー表示されます。

③

　　※設定値が"1"の場合は⑤、⑥の操作は不要です。

⑦「MODE」を３回押して周波数モニタに戻します。

④

⑤

⑦

⑥



2　運転・操作

操作要領手順 イメージ図

1・・・正面パネルのOPE（操作パネル）を操作します。

2-1-1 PU運転（手元操作にてモーターを運転する場合：基本操作の例）つづき

正転運転(始動→加速→定速)
1・・・正面パネルのOPE（操作パネル）にある「FWD」ボタンを押す。

6

7

8

周波数の設定（30Hzの場合）

①「PU/EXT」を押してPU運転モードにします。

モーター定速運転

モ
ー

タ
ー

加
速

正転 or 逆転

モーターの停止(定速→減速→停止)

モーター減速停止

モ
ー

タ
ー

減
速

②「Ｍダイヤル」を回して設定したい周波数 "30.00"（30.00Hz）を表示させます。

　　※約５秒間点滅します。

③数値が点滅している間に「SET」を押します。

　　"F"と"30.00"が交互にフリッカー表示されます。

　　※「SET」を押さないと約５秒間点滅した後表示は"0.00"に戻ってしまいます。

　　その際はもう一度②③を行ってください。

②

①
③

インバータ内（Pr.7）で設定されている加速時間に従って周波数が増加します。

手順６で設定した"30.00"まで増加します。

「Mダイヤル」を回すことにより周波数を変更することも可能です。

周波数を変更した場合、設定された時間に従って周波数が増減します。

※正転運転中に「REV」ボタンを押した場合、

「FWD」ボタンを押す

逆転運転(始動→加速→定速)
２・・・正面パネルのOPE（操作パネル）にある「REV」ボタンを押す。

インバータ内（Pr.7）で設定されている加速時間に従って周波数が増加します。

手順６で設定した"30.00"まで増加します。

「Mダイヤル」を回すことにより周波数を変更することも可能です。

周波数を変更した場合、設定された時間に従って周波数が増減します。

※「FWD」「REV」を同時に押すと停止指令になります。

　　周波数が0まで下がりその後に逆転運転が始まります。

　　基本的には一度「STOP」ボタンにてモーターを停止させてるようにしてください。

1・・・正面パネルのOPE（操作パネル）にある「STOP」ボタンを押す。

インバータ内（Pr.8）で設定されている減速時間に従って周波数が減少します。

周波数表示が"0.00"になりモータが停止します。

「STOP」ボタンを押す



2　運転・操作

操作要領手順 イメージ図

2-1-2 電源の遮断

1

モーター停止

停止状態の確認

注意

モーターの停止

停止操作

　　　正面パネルのOPE（操作パネル）で「STOP」ボタンを押してください。

ブレーカーの遮断

       (MCCB)配線用遮断器及び(CP)サーキットプロテクターを遮断します。

　 　　主幹及び制御回路の電源が遮断されます。

長時間使用しない場合は、インバータ盤へ電源を供給している、

ブレーカーを遮断して下さい。

また、扉を施錠し、安全な状態で保管して下さい。

CP

MCCB

遮断

遮断

電源の遮断

インバータ盤

2

3

■感電の恐れがあります 充電部の保護カバーを外さないで下さい。■危険

遮断

電源を遮断する場合は、次の手順で行って下さい。

       モーターが完全に停止していることを確認して下さい。

　　　周波数表示が"0.00"になるのを確認してください。

「STOP」ボタンを押す

表示が"0.00"になっていることを確認



2-2　一般的なエラーと対処方法

2　運転・操作
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